
東富士演習場での米軍実弾射撃訓練の状況

〇使用火器

81mm迫撃砲 60mm迫撃砲

84mmMAAWS 84mmAT-4

155mm榴弾砲

砲弾（155mm榴弾砲）

〇運用
・射撃に関しては、砲ごとに人員等のルールが定められており、それに基づき実施されている。

〇射撃音測定比較

・155mm榴弾砲に比べ、迫撃砲を使用した場合“約２～３割”程度音量が減少。
（注）天候や地理的条件の違い等により、単純には比較できない。
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